
事業者名

事業概要 SDGs学習サービスの提供
※体験型マテリアルリサイクル『ワークショップ形式』
テーマ：①ペットボトル＆キャップ、②海洋プラスチック、

③工場のゴミ、④家庭のゴミ を再生対象物としたカリキュラム提案
部署 ・三石物産 営業部 セールスマネジャー 佐藤

・Co.Polaris 代表社員 坂本
所在地 〒101-0025

東京都千代田区神田佐久間町3-23 スタウトビル6F
連絡先 ※コンタクトを取りたい場合は事務局までご連絡ください。

環境省ローカルSDGs
を通じて、実現したい
社会像

◎社会 ＜環境改善＞
地域ゴミ資源循環システムの構築

例）サザエやホタテの貝殻処分。破砕し二次製品とした再生品を地域で活用。
（SDGs学習⇒地域再生循環システム構築⇒地域ゴミの有効利用）

※（対岸の火事とせず）自分たちの住む町の問題を自分たちの手で解決
◎組織・団体＜ブランド価値向上＞
環境への積極的な取組みをアピール
⇒バリューアップ、ＣＳＲ強化、環境意識の向上

◎学生 ＜視野拡大＞
環境課題解決への知見・体験を習得
⇒協業意識向上、社会への繋がり感ＵＰ、スキル経験値向上、環境意識の向上

三石物産株式会社、Co.Polaris合同会社
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ローカルSDGsの実現
に貢献できるソリュー
ション

分野 脱炭素／サーキュラーエコノミー／防災

ALL IN ONE固化剤(土壌回復材)をコア製品とし、産廃物再生(重金属無害化)技術や1500℃耐熱無焼成煉瓦への2次
製品化、現地土や海砂利用で強度(硬度)発生する舗装材開発といったコア技術を、サーキュラーエコノミーの啓蒙活
動・教育だけでなく、実際の再生化技術を習得することで、地域の環境改善活動強化に寄与することで事業発展を目
指します。
学習後は技術提供による再生システム構築のお手伝いもします。
また、経済面の支援・貢献について域内に小規模ネットワークを構築することで、
・雇用の創出～税収の創出
・廃棄ゴミの処分費軽減

を主体に地域課題解決を目指すものとなります。

URL ※今後開設予定

上記ソリューションを
提供できる地域につ
いて

全国

自者の特徴 ＜2社協業による差別化、優位性＞
・機能性固化剤 ⇒産廃物の無害化再生技術
・再生システム構築 ⇒装置開発・製造・販売・メンテナンス技術
・コト売り ⇒ただの学習カリキュラム販売ではなくベネフィット提案まで

SDGs経営に向けた自
者の課題や悩み

2社とも人的リソースに限りがあるため、市場開拓だけでなく、集客・販売での協業先検討も重要となります。
・限られた件数へは、装置開発・販売・修繕、等可能ですが、
案件数が増えた際のサービス拡充では協業先が必要となります。
遠距離地でのメンテナンス対応では地場のメンテ企業との協業が必要、等。
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